
議員提出第４号議案 

 

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の法制化を求め

る意見書 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１３条第１項の規定により提

出する。 

  平成２４年３月２７日 

         提 出 者 

足立区議会議員  白  石  正  輝 

同        古  性  重  則 

同        岡  安  た か し 

同        あ か し  幸  子 

同        鈴  木  けんいち 

同        吉  岡     茂 

同        は た の  昭  彦 

同        た  だ  太  郎 

            

足立区議会議長  吉 岡  茂  様 

 

（提案理由） 

 国会及び政府に対し、「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」

の早期制定を強く求めるため、本案を提出する。 



「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の 

法制化を求める意見書 

 

今、国民の「こころ」は深刻な状況にある。平成２０年の精神疾患の

患者数は、がん、糖尿病、脳卒中、心臓病をしのぐ約３２３万人に達し、

現在も増加傾向が続いている。 

当区においても、精神障害者保健福祉手帳の平成２２年度交付数は、

平成１８年度比で約６割増の２，１４５人となっている。 

平成２２年５月末、当事者、家族、医療・福祉の専門家及び学識経験

者により設立された「こころの健康政策構想会議」は、厚生労働大臣に

「こころの健康政策についての提言書」を提出した。 

この提言書の中で、精神医療改革、精神保健改革、家族支援を軸とし

て、国民全てを対象とした、こころの健康についての総合的・長期的な

政策を保障する「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の制定

を強く求めている。 

よって、足立区議会は国会及び政府に対し、国民のこころの健康の増

進を図るため、「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の早期

制定を強く求めるものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

 平成  年  月  日 

議  長  名 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣            あ て 

厚生労働大臣 

 

 


